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'は 

'
か

り

で

な

く

、
九

で

の

財

貨

の

市

場

に

，
お
い
：
て
.
、
，
有

效

需

耍

の

大

， 

'
,い
.さ
が
ヽ
濯
傭
水
準
と
生
產
水
準
と
を
決
茫
す
る
..と
.考
へ
；て
ゐ
る 

:

際
に
も
親
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
■る
。
.

：

止
銃
學
派
理
論
の
創
始
者
と
；污

_ 

は
.れ
る
.リ
カ
.

—
ド
.に
お
い
て
は
、
-「

般
的
過
剩
坐
產
と
沄
ふ
も
の
‘

は

观

論

的

に

認

，め

ち

れ

て

ゐ

な

か

つ

た

。
，
リ
.力

ー

ド

扣

お

い

て

は 

.貨
幣
は
單
な
る
交
換
手
段
と
：し
て
の
機
能
を
有
す
る
の
み
で
あ
つ
'
'

•

て
、
坐
產
物
ぼ
結
局
に
.ぉ
.ぃ
て
坐
產
物
に
ょ
づ
て
購
入
せ
ち
れ
^

'

が
故
に
、T

般
的
過
剩
坐
產
.の
'起
る
可
都
性
.は
否
定
さ
れ
た
。
.あ
'
, 

.

.る
特
定
.の
生
鹿
物
が
、
そ
.の
並
產
物
贮
對
す
.る
有
效
需
要
•以
上
に
'

.
雄
鹿
さ
れ
す
ぎ
る
：とm

ふ
、:'
部
分
的
な
過
剩
生
產
が
起
る
と
一K.

ふ
'
'
' 

こ
と
は
あ
り
得
る
。
け
ル
ど
も
.、
或
產
物
が
坐
產
さ
れ
.■る

と
同
時
•
. 

.

.に
、
•そ
'れ
に
相
當
す
る
だ
.•け
の
所
#'
が
生
れ
.て
ゐ
る
：は
ず
.で
あ
，る
::
'
'
, 

か
ら
、
あ
幺
特
觉
か
生
產
物
に
就
て
過
剰
也
摩
の
現
象
が
超
.る
と 

>
す
れ
ば
>

同
時
其
そ
れ
を
_相
殺
す
る
だ
け
：の
'
.有
效
需
嬰
(0
韻
剰
. 

.

.が
、
...
他
.の
唑
產
物g.

市
場
.に
お
い
.て
^

0
は
,
で
あ
る
。
.
：
：
'
.

.
-
,而
：し
て
.
、
' 

.
こ

の

關

係

は

：消

费

財

と

投

資

麻

の

.需

給

を.比

較

：じ

た

；； 

と
.き
，に

も

安

常

す

る

は

ず

P

あ
る0 

リ
ヵ
..ト;̂
に
.ょ
れ
.ば
.、
.：
'
0 

.
會
K:
お
.け
る
.總

生

產

情

額-は
、'
.社
#
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一
 
お
け
ぃ
る
總
所
得
に
等
し 

.
:く
、.
^
.の
間
.に
起
る
ク
：ィ
ム
■•
'ラ
_.グ
0.
.
.問
題
.は
考
爐
に
人
れ
ら
れ
.

..

.て

.ゐ
な
.，

S

。
-社
會

の

總

生

產

價

額

ほ

、
，
消

费

財

.の
街
產
慣
額.に
投

，

：

■

..資
財
，

P

坐
產
愤
額
と
に
汾
た
れ
、.
.社

-#
に
お
け
：る
.縱

所
# -
は

消

費 

,
と
投
資
.
iに
.分
た
れ
る
.。

從

つ

：
で
、
:'
.も
し
、
消
費
財
:Ti
l
敬
.に
.ぉ
'い 

' ぐ
 

V. H

過
剩
组
產
が
起
ゃ
と
す
れ
杖
、
：.同
職
に
投
資
以
Lh
'
の
。®

が
.生
.■■
■
_

一
■れ

て

：ぐ

る

；と
へ
と
ぬ
な
づ
て

V
池

爵

だ

け

杧

ク

い

て

，

^
れ

ば

過

剩-
.

.

.也

.産

で

：あ.る
が
.
>消
^
財

：と

投

資

財

の

聽

和

：と

し

ザ

見

る

：と

き

は

、
.

.

ケィンズ把济吵の狨迕

過
：剩

生

產

現

象

に

は
.歎
ら
な
'.

S

と
.云
ふ
の
.で
あ
る
o
'こ
の
見
解
の
. 

'根
柢
に
は
、、
貯
蓄
は
必
ら
ず
投
資
財
.の
.需
要
と
'な
つ
て
現
れ
る
i
 

写
ふ
：思
想
が
存
在
し
て
ゐ
'

」

る
.
。
_消
費
財
の
需
要
と
投
麥
財
の
需
要 

と
は
、
こ
+の
摄
に
.並
.列
的
な
關
係
に
.の
み
立
っ
も
の
'で
.あ
っ
て
、

.m-
費
財
の
需
要
'が
、.
.投
資
.財
の
需
輿
を
決
定
す
る
原
因
で
.あ
る
と 

:
は
考
ヘ
ら
れ
て
ゐ
尨
い
b
:投
資
財
の
，生
產
を
增
加
す
る
た
め
.に 

「

は
、
貯
蓄
が
增
加
す
る
こ
と
が
必
要
條
件
で
あ
っ
て
、
消
費
が
増
'

へ
加
ず
れ
.ば
.、
相
對
的
に
投
資
府
.の
生
產
-は
.減
少
^
る
に
.至

る

と

考 

，.
.へ
ら
れ
て
ゐ
各
。
こ
.
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想
は
所
謂
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學
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•
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ル
等
に
ょ
.っ
.て
：も
繼
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さ
れ
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現
實
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濟
を
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安
货
的
均
衡
狀
態
と
考
ベ
_る
と
と
ろ
が
ら
、
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:
;
1
_
般
的
過
.. 

_
_先
產
.の
.下
、に
.お
け
る
經
濟
狀
態
の
分
析
と
，宏
ふ
こ
土
を
、
本

質
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わ
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可
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に
し
た
へ
の
で
あ
る
。
/:
:
: 

'
' 

.

、

■'
.
:'

パ

"
'
.

«

.•‘.

 

.

 

-

 

•

 ■

.

-同
じ
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學
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忙
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す
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；
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邋

っ̂
、

均

鳅

ぞ

Q

も
1の
.を

满

輯

と

し’な

い
_で

、■均

衡
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'

か

ら

：
の
_

離

ふ

均

衡

，
へ
，
：の

同

取

を

問
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々

」

彼
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ょ

れ

ば
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梢

加
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.
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の

節

約0

結

艰

ノ

本

坐
_

摩

的

勞

働

に

紙

事
.

し
'

て
% -

た
磬
働
者
が
逛
. 

ー
產
的
勞
働
贮
藤
ず
氣
た
め
V

:

:
總
勞
働
者
0

數

が
—

定
じ
_

て
為
.
.る

f t 

も
枸
ら
ず
ツ
坐
摩
が
增
加
す
る
ァ
そ
^

反
面
に
泰
い
へ
て
ゝ
ぐ
企
證

，

. 

,

の

饰

約

に

ょ

：つ

.
-て

、
，
消.

费

狀
£

對

す

名

蕭

要

社
.

減
.

少

し

.
、
.增

加

ぜ

/.
:, 

■

る

也

產

物

ば

そ
0

職

買
#

を

見

出_

せ

な

く

汔

づ

て

、
一
二

.

歡

的

適

_

へ 

!

産

が

起

：る
：

と
！
！

く

や

で̂

る
。

'
.匕
.

の•
.

マ.

ル
：
ザ.:

ス
ー
.の

立

場

は

、

.

、
リ.: 

.
力

ー

ド( D

.様
に
消
^
財
に
對
す
る
»

^

と
贤
« :

財
杧
對
す
.る
需
要

' 

i

を
並
列
的
.

に
考
へ.

な

，い

で

、
.'
-

後
者
を
.

前

者

、の

函

數

占

し

'
.て
..と

れ
, 

扱

c
y

て
'

ゐ

る

と.

こ
.
ろ

か̂,
、

：
.

「

疋

銃

學

派
」

'
:

现
1

の_

人
.

々

と

遠'

つ
_

:. 

r r.
-:

.
1

&

的

過.
.網

生

歡- |
:

^

め

. 5

る

祿̂

理
^

が

纸.

れ
.

て
.
.く

：る0

/

も
.か
も
、'
.辟
蓄
'の
僧
.加
：.は
、
投
資
財
坐
產
£.
增
加
せ
る
作
用
を
有
. 

す
る
と1K.

ふ
ょ
り
も
-、
.
.む

,b
'
ろ
減
少
さ
'せ
る
作
用
を
有
.す
る
.ど
說

:
' 

.く
と
'こ
ろ
.に
.
.
> 

.

勿
.ィ
ン
ネ
の
.

「

'
1
:
'
般
理
論」

/に
：量

れ

：る
、
.有
效
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需
要
.の
原
：.现
の
；前
弗
が
觅
6
れ
.る 

'の
で
あ
.る
'0
.
'.-
.
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.
へ
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■こ-の
リ
力
.
I
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對

.マ
ル
'サ
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の
對
菜
味
’
今
扭
^

け̂
る
ピ
^

,
v 

_ゥ
對
ゲ
ィ
ン
:^
の
'對
立
の
先
驩
を
為
す
:̂
.の
で
あ
：る
0:
®
ち
v

p.f
H
.
'
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.«
學
派」

<理
論
の
後
繼
背
と
'

1K'

は
れ
る
ピX

.

ゥ
•は
、：：'均

衡

： 

-

1
を
分
析
ず
る
_ご
と
を
.以
て
.、
顧
濟

_
論
ぬ
第
で
：：の
課
題
で
あ
.ヾ 

令
と
考
へ
臂
ゐ
.る
.の
に
：督
じ
ぐ
ケ
ィ
^

xfo
-
*
い
‘.

ノ 

ら

均

衡

へ

：
の

禅

移

過

程

が

直

接

忙

問

_

と

さ

れ

-T
,ゐ
'る
.？#
つ
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)

■
て

、
レ

グ

夕

に
-お
い
^
は
っ
辟
蓄
と
投
資
の
關
係
が
問
題
と
さ
杵 

.

へ.て
.ゐ
.る
.だ
.

け
で
：：
，

1̂

»

:
1: ¥

.
0
;
著
書
た
一
る
_--
?
灌
傭
と
均
衡
，f

1
に
. 

、
お
^
て
，.は
、)

投
管
財
の
.生
產
量
呔
消
.费
財
の
^
產
量
の
.函
數
と
し
. 

.
て
は
.表
ば
さ
れ
て
ゾ
ゐ
な
r

々
o
:
.
雨

者

被

と

列

的

.な
關
係
忆
此 

ノ.
.ま
：'っ
て
'届
.り
：、.
.
_
:

「

均
衡」

’
.消
费
性
向
'が
.直
接
.に
間
勝
と
さ 

'
&现
醫
造
紀
味
な
づ
.て
_あ
'な
い
？ c.1.:

九
1
1
5部
の
著
た
る「

夂 

'
.業
.の
.理
論
.

」

:^
#
:
9て
：は
、
投
資
財
部
們
Q
11
僻
量
は
、
.消
费
財

' 

.

.商
の

雇

偷

量

の

1¥
數
と
葬
へ
ち
れ
て
ゐ
る
。/7J'

の
.點
、
.

「

M
ff 

-^
角
涣」

'
.の
.方
が
.
_
. 

i: 

'失
業
.の
理
論」

よ
り
も
、
'
.

|

層
正
統
學
派
_ 

.

.

.
的「

な
幽
論
構
避
.を
有
''し.
'て，.ゐ
る
_と
'見
.る
'こ
と
:̂
で
ぎ
る
o)

.こ

.れ 

^
對
し
；.て
：、
、
^
ネ
.ン
ズ
.
0理論は、

」

マルスの思想钇繼承し
 

.
て
、
：授
資
わ
誘
因
は
.消
費
财
に
對
ず
.る
有
黎
需
要
の
側
に
樂
る
の 

:で
.あ
.つ
て
'、
'
蓄̂
の
«
加
，に
あ
る
の
.で
ば
&
い
；'と
說
%

、
. 

.j

般
_
_ 

過
-剩
生
'摩
；の
狀
態
か
^
完
.塋
雇
傭
の
下
の
均
喊
と
發
^
レ
て
行
く
. 

V過
程
を
間
輝
と
ず
名
。
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-
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、
.へ
.
、
.
/
、

.

.

.

.

.

.

そ
^

?
は
.、

V

ご
,の
'樣
念
過
"程
を
廳
態
的
に
.描
く
'べ
き
玴
論
は
い

.
:か
_
レ
て
也
私
て
く
る
か
？
そ
.の
第
.
1'.
.の
貴
越
は
>
:敵
節
に
述
.べ
：
 

.
'た
'

「
JH
_
學

现

論

'
Q

S

T公
準」

.を
•否
定
ず
る
^
.
.
と
に
.よ 

っ
.
.て、
，.
'
.

「
$ :
_

遛
條
下
'の
，不
安
定
5
衡」

と
一
友
ふ
'概
念
茫
樹
立
- 

.
,し
.よ
.ぅ
.ど
す
る
と
，こ
5 '
-

.に

あ
る
。
一
併
し
.

>

'

&

•机
^
ゆ
び
^
T>
-
^
{
见
' 

■_均
衡
上
:^
ふ
.：概
念
が
虫
れ
て
く
る
だ
け
.で
，、
：
A;
の
不
安
，定
均
衡
が

f
e
Bの
不
安
究
均
衡
へ
と
移
動
す
る
際
の
、
.F

發
展
の
法
則」

.：は

.■
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坐
れ
て
と
な
い
0
'

こ
め
發
屁
.の
法
則
を
.求
め
る
®
據
蛛
、

r

有
效
需
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:
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I 

#
.
Q原
现
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
梅
に
、
ヶ
ィ
：シ
.ズ
：は
、
班
統
襻
派
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..の
，

「

供
給
は
■そ
れ
自
ら
0
需
耍
を
.創
造
す
.る
。」

：.と
_
ふ
，販
路
法
へ 

_
を
裔
免
す
る
こ
と
.に
よ
づ
て
、_
猶
剩
坐
產
の
下
に
お
け
る
不
安
..。
 

免
均
衡
と
一
友
ふ
概
叙
を
.强
調
す
る
ブ
彼
把
よ
机
ば
> 
販
路
法
則
が 

.成
立
ず
る
.
.
.
の#

交
換
の
.行
は
れ
.な
い
.實
物
經
濟
：.の
.社
會
の
‘
.み
で
.
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'
あ
る
ド
元
來
广
投
費
が
行
は
れ
る
た
め
に
は
、
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一
^
の
利
，
を
あ 

げ
ろ
る
だ
け
の
保
if
-が
な
け
れ
.ば
な
ら
•な
い
。
.' と
こ
み
が
、
.投
資
.
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..財

.と
一
ム
ふ
も
の
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フ
そ
れ
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體
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敷
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韻
.の
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片
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か
ら
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授
資
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し
、

ナ
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が

保

證
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れ

る
.た
め
に
は
ヽ
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消
费
财
の
坐
產
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あ
る
程
度
以
上
に
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な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
^
い
。
か
く
：し
て
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投
資
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大
い
さ
.は
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‘
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费
财
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對
す
.る
宿
效
■
■要
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大
い
さ
に
俄
存
す
る
。
i

し
、
!m
t
 

'

财
市
場
に
杏
い
て
過
剩
生
産
の
■
態
亦
起
る
な
ら
姑
、
.そ
れ
は
投
_ 

の
市
場
に
お
.け
る
.過
_
.
_耍
に
.よ
.つ
て
.相
殺
さ
れ
る
と
其
め
.
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_
.販
路
法
則
ば
否
宛
さ
れ
扠
け
れ
ぱ
.衣
ら
な
い
'-
°
反
對
.に
、
消
廣
财
.，.- 

.

.ホ
場
に
ぉ
い
.て
»
剩
坐
.糜
の
狀
態
.が
起
れ
ば
、
'
,そ
れ
ぽ
ヽ
；.投
.邊

財

.

.
に
對
ち
る

需
要
を
も
減
退
.せ
し
，め
、

^
資
に
對
す
る
貯
菩
'の
過
«

. 

，
が

起

るo,
貯
蓄
の
增
加
と
写
和
こ
と

は

：、
-
:
そ

れ
光
け
で
.は
投
資
を 

增
加
t
し
め
.る
■も
-のP

は

愈
く
、
.
.逆
：.に
消
費
：の
減
少
を
通
t
て
.、\

, 

v
v
'
v
.
,

■

デ
.イ
ン
ホ
銳
濟
學：Q'

發

連

'
::

.投
資
を
滅
少
さ
.せ
：る
と
.

1K,

ふ
效
架
i
持
つ
。
そ
’
.の；結
果
> 
投
资
と 

'貯

藉

め

：差_
は
遊
'歲

..金

.と
し
"て
、
'名
融
機
關
1の
.手
許
祀
退
藏
さ 

.
_
‘れ
る
に
.止
ま
认
.、
，生
產
.水
準
と
雇
傭
水
脖
の
.向
土
£
は
何
等
寄
與 

し
か
.い

と

考

：
へ

る

の

で

'
^
^
。

 

. 

:-':

.■

.
ケ
ィ
シ

ズ

は

、

/

先
：づ

银

®

費

の

概

念

を

H
.

つ
に
分
け
て
、
i
因 

.費
用
、.fi
l
lち
.企
業
家
が
生
產
婴
素
に
支_
ふ
.潰
相
と
、
使
招
者
费
、

.
用
、
^ 1
ち
.原
材
料
費
と
減
價
‘償

，却

费

と

に

分

け

、
る

,-
0

適
出
物
，
.の
價 

、
値
か
ら
、
こ
.れ
等
.

U

つ
の
#
用
の
合
計
_
を
差
.引

い

允

も

.の
が
企 

'

黎
家
利
渦
.で
.あ
る
。.
社
會
的
に
见
れ
ば
、，.使
用
者
費
用
は
、
他
の 

'企
霧
へ
支
拂
.は
.れ
て
、
.妈

び

耍

因

費

用

と

企

業

家

利

潤

と

に

''
.
#
割 

.

:

'■さ
れ
る
1か
ら
、
.'
'社
會
の
總
所
得
卽
ち
'賣
上
金
.額
は
、
耍
因
費
用
と 

■'
:
.
*
，
企

業

家
利

潤

，
の
和
で
あ
.る
と
考
'へ
.て
ょ
ぃ
プ
.技
術
、1，資
源
及
び
勞
.

 

i

 

.働
盏
.

t

人
裳
び
の
#
因
費
用
が
輿
.へ

ら

れ

た

場

合

：に

は

、

.

.■
傭

量
'

 

,
■;
は
、
.
企
業
家
.の
期
待
，す
る
賣
上
金
額
’の
大
ふ
.
.さ
に
-依
存
す
る
。
.
そ 

.こ
で
供
給
憤
格
.を
^
、'
屈
傭
量
を
^
と
す
_れ
ば
、
：
^
=
变
''
3

..な 

》

ノ
る
函
擻
關
係
が
成
立
す
る
ノ
同
様
に
賣
上
金
額
を
/̂
と
す
れ
ば
、
.
. 

,
_匕
=

»)

.

.な
る
關
係
が
存
杻
す
る
。
前
者
、を
總
供
給
函
數
と
呼
. 

.'
-■び
、：
.後
'#
を
總
：需
要
函
數
と
呼
ぶ
。'
も
し
、
一.定
値
iv
'
'に
對
し
て
、

.〉

:z
)
.が
各
ょ
久i

大
：で
あ
名
と
す
れ
ば
、、
企
業
家̂:
と
つ
て
は
、
;雇 

傭
量
を
^
入
以
上
^
墘
加
せ
1
め
.
.
4產
費
を
^
の
©
に
對
し
て
、
.

.
途̂
/)
'̂
等
し
：く
-̂
る
と
こ
.ろ
ま
で
騰
貴
せ
I
め
し
め
I
誘
因
，が
.

•

ぺ
.
•

:へ
'

;.
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ケ
ィ
ン
ズ
紡
濟
の
發
迮

.

.連
る
々
減
べ
し
て
；、
a
傭

量

は

總

.需
婴
函
敫
來
總
做
給
函
數
專
'
: 

:
.が
■
交
.は
蚤
顧H.

灰
.か
て
.：定
ま
：る
。(

こ
：の
'奪

の

需

耍

.(
0
大
：ぃ
さ
--
.
'
.
,
1 

.を
有
效
爾
婴

;i
鄉
ぶ
。
：
F

-M
學
派
：の
.販
路
法
則
に
:̂

れ
：ば
> N

と
' 

/)
.と
が
|
の
凡
ゅ
る
値
忙
對
し
て
柳
等
し
く
、
iv
;の
增
加
に
對
臌
.-'
- 

し
：で
ダ
の
.‘增
加
.が
.超
^
と

き

に

は

，
、

の

は

.必
然
的
に
同
じ
量
だ
ナ
: 

.:增加
す
ろ
::
0
.削
ち
、
荷
效
需
要
は
：”
つ
.の
二

義

的

，な

，均

衡

値

を

.持
’
.

.

つ
代
り
に
、
そ
の
凡
.

て
の
.

値
^

對
し
で
有
效
霈
要
'

が
敗
立
.す
る
と
• 

• i

に
な
'

る
。
i

し
、.
'

こ
の
七
と
が
_

圯
1

3

い
な
ら
ば
、：

有
效
需
要
の 

値
ヵ
增
如
し
て
も
、■ 
t

は
.

や̂

^

^

が
.

こ
れ
に
#

つ
て
增
御
で
ぎ 

な
い
と
こ

ろ
ま
で

'ヽ 

屈
傭
- *

は
增
加
し
て
行
き
4

.

完
全
屈
傭
が
成
‘ 

'

立
す
る
こ
と
に
な
る
。

：

. 

:
■'
■

、

.：

.

.

.

.
併
し
、
と
の
様
な
舨
路
法
則
の
命
|1
が
ー
般
的
に
成
立
し
難
い
ペ 

ヒ
と
は
ノ
先
に
述
.べ
た
有
效
需
要
の
.原
理
.■か
ら1

K

つ
.て
.も
明
^
が
.: 

で
あ
る
。
屑
傭
，
増
加
.す
れ
ぱ
總
實
貧
所
得
は
.增
加
す
る
0

そ
れ 

と
と
も
.に
總
消
費
も
增
加
す
る
が
、
犓
收
入
士
同
じ
程
度
に
は
.增

.

. 

_
し
-な
.い
。
そ
れ
故
に
、
.一
.定
の
厢
#
■'
#
が
適
正
な
る
た
め
に
は
、
.

そ
の
崩
詹
量
忙
基
づ
1

く
生
^ '

物
が
、
社
.

會
の
消
費
r c
r n
l
-

け
ら
れ
る
. 

货
料
游
を
起
^

し
て
.

ゐ
る
.

^

分
を
'
~
7
*分
.

に
吸
收
す
.

る
に
足
.

る
.

だ
げ
■

の
投
資
.が
存
在
し
款
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
從
づ
T
、
.社
會
._の：消
費■

!

r n
j

の

大

い

さ

が

與

，
へ

.

ら
れ
て
ゐ
る
と
ず
れ
ば
、.

霞
傭
の
.

均
衡
水
.

_
.

準
は
、
經
常
從
資
.
.の
大
い

.■

さ
に
依
存
す
る
。
ど
へ
の
雇
傭
の
均
衡
水
.'

:

. 

.

-

-

-

•

 

•
. 

- 

,

■

、
.
' 

: 

、
-

-
 

:
 

. 

•

樂
は
ハ

-^
か
為
る
場
會
に
^
い
文
も
汐
宠
条
雇
傭
ょ
ヵ
大
で
ぁ
る 

'士
.运
^
こ
ぶ
は
ぁ
り
得
欢
い
。.
併
し
、
.完
全
屈
傭
以
下Q

雇
傭
水
. 

#
杧
%
い
.て
、
‘均
衡
猶
傭
水
準
が
到
達
さ

.

れ
る
と̂

ふ
可
能
性
は

.:

こ
め
様
に
し
て
.、
. 

>
ィ
ン
ズ
に
お
：い
■て
は
、'
:坐
產
水
準
と
雇
_ 

水
準
ど
を
決
定
す
.
.る
要
因
は
、：
消
费
性
向
i
投
資
の
大
.い
さ
.で
あ 

.

.る
と
'云
.4

Cと
に
尊
名
o
'之
x
te
有
效
需
要
が
供
給
.を
創
造
す
.る 

と
^
^
.'-
販
路
洛
切
，と
逆
_の
.因
_艰
關
係
が
*̂
:
れ
て
く
'る
が
、
法
意 

-/
'
す
べ
き
亡
ぶ
は
、V

一
一
般
湖f

剩
坐
產
の
下
.に
.お

い

：て

>

遊

体

資

金
 

と
肩
休
實
物
資
本
.と
_が
多
廣
に
齋
在
ず
る
社
會
，に
お
け
，る
理
論
で 

あ
_る
；と
茇
ふ
'と
と
で
あ
る
.'°
こ
の
様
な
前
提
.の
.下
に
お
い
て
、
'不 

.安
定
均
衡
か
ら
本
安
定
均
衡
：へ
の
具
體
的
な
.贺
展
.の
、法
則
と
し 

.

.

.
て
、
乘
數
の
適
論
.が
.生
れ
て
.く
.る
。
.笫

I
I表

に

お

い

て

、
.
初

め

に 

.
投
‘資

が
.

1

〇
0
與

へ

ら

れ

，た
_と
す
る
？
こ
れ
ば
先
づ
投
資
財
部
1
 

.の
生
產
物
に
對
.す

る

有

^
-
需

要

の

增

加

と

な

つ

て

現

れ

て

く

る

か
 

ち
' 
投
資
財
商
^
の̂

雇

傭

>景
>:
生
產
量
と
は
共
に
'
%加
し
、
こ
の 

ー
0

0
は
投
賓
財
部
門
'に
雇
傭
さ
れ
.
人̂
：
7々)
赁

銀
>:
命

業

家

利
 

_
:潤
に
な
る
。/-
_社
會
に
お
け
る
限
界
消
费
性
向
.を
〇•

六
と
假
定
す 

.

れ

ば

こ

，の
へ一

0
0
.の
新
所
得
，：の
.中
の
.六
〇
.が
消
費
支
肿
に
向
け
.
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0
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l
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.',.

だ
け
艰
加
す
る

.:
0

.然
る
に
、- '
.
.も
し
社
會
に
お
け
る
.

限
界
消
費
他
向
_
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ノ
がo

 

•

这
な
ら
ば
ャ
所
得
め
增
加
は
、

' 

'

.
-

-
V
.
-
.
-

.隹

■る
0
從
.つ
、て
.、
、
}
'定
の
投
資
1
に
'ょ
っ
て
ど
の
程
ま
'に
社
#

'

• 

ケ
イ
ン
ズ
ね
^
啩
の
设
辻

の
總
所
得
^
士
亦
.增
加
す
る
か
は
、
限
界
消
費
性
向
.め
値
に
依
存 

す
.る
と
另
つ
て
ょ
_い
。
:
:卽
ち
、
_
1般
的
杧
、
：

.

.
:
.■

•
tx
y

=
匕1

(1
+

ま

+
m
p
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,
:
•

ふ

.

,

.

.
r
I
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:

1

.

.ドl

m

: 

. 

‘ 

•
-

な
：る
關
係
が
あ
る
？
而
t-
て
、
ケ
ィ
：.ン
ズ
.に
お
や
て
は
s
.
.
こ
；の
^
. 

の
.增
加
.は
歡
£
.名
肖
所
得
の
墙
加
に
，止
ま
.る
.だ
.け
で
.な
く
.、
w
質 

所
得
の
.增
加
を：

伴
ふ
も
'
'の：で
あ
る
。
.こ
.れ
は
遊
休
^'
產
設
備
が
多
. 

暈
に
：存
在
す
る
社
#:
^ :
考
察
6

^

と̂
し
て
ゐ
る
、た
め
、
,ィ
ン
フ 

レ
i

 

”ン
的
|

果
は
1 >
.非
常

處

い

と

3

ら
れ
て
ゐ
る
か

.ら
；で
^
る

.0
■.
.そ
こ
1货
、

-*
1
^

, =^
.

と
.'お.き
、、
.
'こ.れ
を
投
資
乘
數
■

.

/
. 

- .;■
•
.
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\ 1
|§ 
-
 

■
 

1

一

.と
呼
ぶ
。
' こ
の
投
贅
乘
數
め
大
い
，さ
は
ノ
一
胄
1:
の
新
投
資
.に
.ょ
、 

”つ
.て
、
批
會
の
總
所
得
が
：增
加
t -
る
敗
度
を
乐
す
も
、の
で
あ
る
。. 

;

.と
^,
ろ
：.が
、
-.
'
-ケ」

ず
ン
ズ
.
'はS
;

「

雇
傭
.の
乘
數j

と
一K

ふ
今一

つ 

•
Q

乘
數
概
.念
.を
考
へ
る
。
.■こ

れ

は

、

へ
初
^
に
投
資
財
部
門
に
お
け 

.

.

.
る
.シ
人
.の
雇
傭
の
增
加
，か
、
.消
熟
財
部
門
に
拉
け
る
セ
人
の
雇
傭 

の
增
抓
ぞ
责
ら
.し
た
も
(0
:で
あ
.る

ど

考

へ

，
る

こ
.と
に
ょ
'つ
て
與
へ 

ら

れ

苓

,°
雇

傭

の

乘

數

を

か

と
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す
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.でへ
あ
る
，
こ
；

-■
?

5
.
.
CO
.乘
數
が
等
.しV

な
.る
.と
老
へ
ら
れ
る
，
lfe 

:

的
な
砸
11
1
は
；無
い
。
.、げ
办
だ
も
へ
■ケ
ィ

：ン
；
ズ

は

最

も

®

な

場

合 

.

.と
し
.て
、
.
.こ
，
の. 一
5
:ー.の
'
.
.
乘

數
.の
：
値

が

ニ^'
'
す
^
場
合
を
分
析
す

;;fe

れ
る
。
こ
れ
は
.又

、
，
消

赀

财

に

對

す

る

有

效

需

架

，
の

增

：加

と

散

'
.

.つ

.て

.、
，
消

费

財

部

^
:
^
.
お

け

る

，
.雇
傭
量
七
生
產
量
と
を
.增
加
さ 

せ
、：

結
局
に
お
い
•̂
消
費
财
部
門
の
所
得
と
な
る
.。
今
度
は
六
〇
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割
に
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谷
三
六
が
消
費
凌
出
ヒ
向
け
ら
れ
、
禅
び
消
費
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部
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：
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：
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し

て
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パ
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所
得
は
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友
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は
へ

〔

消

廣

財

部

：門

：の

.

.勞
_

の
.限

界 

'
'
弗

產

为

を

示

：し

、

>

游
«

は
投
資
财
部
門
の
勞
鳅
.
.の_

# :

生
產
カ
.

を
、
 

宗
す
。
卽
ち
、.

，こ
'

の
ニ
つ
，の
■

業
部
n

間
に
.

暇
抓
生
產
カ
詢
等
の
.
'
. 

」

.

3

@

が
作
用
^

ズ
ゐ
'

る
場
合
に
&

、消
赞
性
_

向
.

が
高
< ^

放
る
ほ
-

ど
、

' 

顏
僦
.

の
增
加
_

も
、傭
得
.

の
梢
伽
座
も
共
'

紀
大
き
く
&

る
"

：

更
に
、

I 

_ .

貯
藉
は

.ヽ

初
の

；投

資

.
の

量

に

適

應

し

て

行

く

 

0 

,
雜
■ j.

 ■

麵
に
お
い
.

て
：
 

'

ば
、
.

馨

さ

れ

る
*

は
.

"

各
虫
，產
部
門
の
浙
得
か
ら
消
費
支
出
.に 

.

向
け
ら
作
る
金
額
を
差
引
い
た
§

で
あ
る
か
^

、.

：
..
,:
'

へ
.
■
.

.

-.40 十
24 

十
1
4
.
4
.
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.
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n
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0
c
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+

(

0
.
6

)
w
+.
W
H
- _
、

と
な
る
。
：.'
_
1般
'に
、.新
貯
替
の
大
い
さ
を
し
^
と
^
作
ぱ
、
.
.
■

.

1\
0Q
=
 {i 

r

st\
^

-f
-
§
+

c
十

…

：)

II

%

,11

卜

•と
.な
つ

，て
-'
-
'
-
>
投

資

さ

れ

た

金

額

だ

け

は

必

ず

貯

藉

さft
る

o
俱

し

、 

.限

#
消

費

性

向
.の
.値
が

火

含

い

と

き

'に

は

、

貯

蓄

，が

投

資

：
に

1_致
' 

.

す

，
る.ま
で

..，の

時

間

は

非

常

に

長

時

間

を

要

す

る

の

に

對

し

、

限

界
ぺ
消
廣
性
的̂

値
辦
小
さ
如
^

逢
に
は
ヽ
バ
短
睡
斷
で
ム

0
^
-

M 

へ
ふ
；湘
擎
が
あ
る
だ
»

%

あ
各
\ 0
.
.
. V

.
'

.
'

へ

ソ

、
ペ' 

.ふ 

.

へ
か
ぐ
し
て
、
，
4

投
- *

&

必
_

ら
ず
，ぞ
れ
に
.

相
當
す
る
於
.

け
の
'

貯
#

.
:を
創
：造
す
る
。」

.
_
:
と
！1
€ふ
.命
題
ザ
生
.れ
て
く
る
0
で

、

投

資

'
と

貯 

;蓄

と

を

均'«
サ

し

：
め.る

搬

介

變

數

と

：匕

.て
の
刺
子
率
の
：作
用
を
.考 

.へ

.る
与
と
.ば
：、
.そ
れ
.自
體
V 

.
錄
意
味
f

>
に

：な

る

。
’
.
利

子

率

の 

ゝ
下
落
は
、
.投
資
を
增
加
さ
せ
：る
取
、
_投
資
.の
#'
加

と

'
と

も

に

等

量
 

ベ
の
貯
蔷
：の
.增
起
る
の
で
あ
マ
て
ヽ
"
芘
赦
學
派
利
子
理
論
の
劳 

ふ
様
に
利
子
率
..
(
7
>
.
下
.落

は

麻

蓄

を

減

少

，
さ

，せ

る

ど

^
ふ
こ
と
は
な
.
. 

'い
。
一
投
賓
の
'犬
い
さ
が
興
.へ
ぢ
れ
、
.ば
、
い
.
W
把
る
利
子
率
の
下 

.に
お
い
て
も
、
.ハ
そ
、の
..投
資
と
.同
額
の
.貯
蓄
：が
形
成
さ
れ
て
行
く
9
へ、
 

:

從
つ
て
、
.
-

, 「

投
資
と
册
蓄
と
を
均
衡
せ
し
.め
.るg

壬
率」

と
异
ふ 

へ；考
へ
汸
は
.
®
:が
年
い
。：
次
ィ
；ン
.ズ
'に
.お
い
.セ
比
、
利
子
率
ふ
投 

費
ル
所
得
-
>貯
藉
':
-°̂'
ふ
因
裉
關
係
が
あ
^
だ
：け
で
、
M
蓄
と 

投
資
と
は
、
' 同
^
ヴ
〒
_ィ
ト
を
以
.て
論
ぜ
ら
れ
て
.ゐ
る
の
で
は
な 

い
.。
そ
れ
で
は
> 
利
.子
率
は
何
ゆ
ょ
.つ
-て
定
ま
.る
か
。
ヶ
ィ
ン
ズ 

は
：、\そ
の
稂
據
を
.貨
幣
の
需
_要
供
給
.の
關
係
.に
求
め
'て
ゐ
._る
0
一
 

. 

體

ク

入
A

が
_
:已
.の
财
有
す
名
財
產
を
：以
.て
證
券
の
購
入
に
.宛
.て 

.る
な
ら
ば
.、j.

定
額
の
.利
子
を
獲
#:
で
食
.る
と
宏
ふ
事
實
が
あ

 ̂

.に

も

拘

ら

ず

.、
財

廣

£:
;部
を
現
金
の
^
で
保
宿
し
ょ
ぅ
と
す
る
，
 

.の
は
何
故
で
.あ
：る
か
。
ビ
れ
に
ほ
^

取̂
引
的
動
機
ぅ
⑶
豫
備
的，

動
機
。-
㈢投
補
的
働
機
。
,■'のーー
.ー
づ
0
動
機
を
擧
げ
る
こ
：と
.が 

'で
き
、
 

ノ
る
。
^
の
.取
引
的
動
機

'^
^
ふ
の
は
、
.社

會

贮

务

げ

る

：
取

.引

上

の 

’習
慣
に
基
く
も
.の
.で
、所
得
は
1
:週
.又
は
：1
月
敏
に
受
取
.>5
,の
に
、
" 

条

は

铽

2
=行
は
机
る
^.
こ
ち
.か
ら
ハ
：現
金
を
保
有
し
で
ゐ
.る
必
. 

要
が
起
る
の
で
あ
る
o
.
m
r
t
に
、
.相
當
の
富&

有
す
る
人
は
衣
時
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の
必
破
に
備
.へ
.て
■一
 

定
額
の
貨
幣
を
保
有
す
1る
必
缚
が
あ
..る
0 
.

こ
.
 

‘れ
が
.
.
.

「

豫
備
的
動
機J

で
あ
る
。
.こ
の
‘一
5

の
.廉

機

，，か

ら

保

，有

さ 

れ

名
«
幣
の
量
を
肌
と
す
れ
ぱ
興
は
所
得
-^
の
函
數p

あ
る
。
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る
に
.、
.:
!
一

一

の

投

機

的

動

機

に

よ

る

貨

幣
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保
#
量
^
は

、

例
へ 

ば

諕

淡

價

将

の

、
邊

；

®
:ち

利

子

率

)
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o
;騰
貴
を
豫
池
し
て
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手
. 

持
：ち
の
證
券
を
手
放
し
て
現
金
を
保
有
し
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.將
來
に
.お
V-
V
て
、し
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廣
惯
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不
落
じ
た
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購
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^
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ふ
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か
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總
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仲
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起
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濟
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條
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ょ
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搅
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應
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.
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.
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.
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.
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濟
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次
の
形
に
組
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ら
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を
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し
た
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寧
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す

る
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め
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比

投

賛

^
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彥
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落
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如
く
し
て
.s
'
へ̂

;
、；
^
蓄
は
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£
利
子
_
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'
_數
と
な
つ」
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'

1

て
(1
)
式
が
成
立
ず
る
-)
-
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ニ M

、；

均
衡
に
.お
5
.て
は
生
.產
部
|
:
.
に
_
.
,
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■:
:
■
-.
、舊

さ

れ

る

禮

働

者

の

數

今

^
蓄
の
大
“
さ

-̂
が

-
致
す
る
ヒ
：
'
.
'
.
. 

,

. 

' 

.

と
が
必
要
で
.あ
.る
o 
で

の
.
.修
件
は
⑶
式
‘に
ょ
っ
.

V
.

示
さ
：f

.る
。
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:
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啐
>
;
:
消

費

財

：及

び

：

^

^
部
門
'の
實
霞
影
銀
：̂

_夫
々
の
部
門 

へ
の
：
勞

働

の

雇

界

生

，產

力

！

^

に

等

し

ぐ

教&
ね

ば

也

ら.な
：
い
.。

.燃 

せ
_に
.、
..

.實
質
賃
銀
：と
は
貨
幣
賃
銀
を
消
費
財
及
び
生
產
財
の
物
價 

'
•
;
で
除
し
た
：腐
に
外
な
ら
な
5
メ
叉
、-
.
.
國
民
所
得
.の
大
い
さ
は
、
消 

費
財
の
坐
產
價
額
ち
生
產
財
&
坐
產
儆
額
め
鄭
で
1

0

こ

.の
一
一 

:つ
：の

原

禅

か

：
ら
第
ー

1
,
1
方
程
式
が
導
か
れ
^

'.削

:̂
(3
)
式

ば「

_
屬 

O.
.M:
理」

■•
•

(

坐
產
物
は
^
產
耍
素
ポ
間
に
過
ネ
足
方
く
配
分
さ
れ
_

:

る
と
一K.

ぶ

原

'の
_
現
で
あ
各
;.
0
均
顧
が
成
立
す
るM

ゆ
、
今 

1

つ
の
.舞

亦

.必

要

あ

る
:0
こ
の
第
©
の
'條

件

は

蝴

又

は

掏

の
 

何
れ
1か

,つ
.め
汸
程
式
を
選
：ぶ
$
と

に

-ょ

つ

て
^
れ
る
。
.
-'
■

. 

V
g

の
修
侁
は
浒
費
#
承
び
坐
產
財
部
門
.
3-|
|
傭
量
の
.：總

和

が、
，
. 

總
有
業
人
け
^
に
等
し

.v
r
こ
'ど
を
！ボ
ず
。
'm
lr
:
ず
れ
.ば
、
' 完

叢
 

■
を
表
は
'す
？
併
し
、
'
;完
全
雇
傭
_の
下
に
お
’い
て
ビ
恕
け
れ
ぱ
、
 

均
衡
'ヵ
成
^
し
\な
^
-
0
1
1
4
ふ

...こ-i
-
afx
s
?
ヶ
イ
シ
、ズ

趣

論̂

生 

か
さ
ぅ
と
.
.す
れ
•ば
.
、
.
.
.

完

佥

廇傭
'の
..修
件
釔
棄

.て.
V ' g

式
の
如
く 

.に
ヽ
:政
府
义
は
勞
働
組
合
が
貨
幣
賃
銀
を
固
定
す
る
こ
と
に
ょ
つ 

て
も
均
衡
が
成
立
.す
る
こ
士
が
あ
名
;0

^ )
武

は

正

統

學

派

の

立

場
 

■を

示
^
:
:(.
4
6式

比

ヶ

.
ィ

ン
：
ズ

.
：&泣

場

そ

示.す
。
：
じ

か

も

、

兩

者

は 

捧
ー
，
的

况1
の

で

あ

ク

て

、
完

全

^

«
を

成

龙

さ

：
せ
^
.た

め

に

は

、 

■貨

幣

賃

銀.の
.固

定

を

：し

そ

は

な

^
な
.

.̂:_
ゲ

イ

ンズ
理

論

は

芷

統
 

學

派

の

迦

論

と

擇
1

的
.な
_も

の
'で
'
:ぁ^

て
.
、

後

者

を

飯

搦

す

る

七

:こ

る

‘'の

「

一

般
■
論」

で
.あ
る
と
摊
云
ぇ
な
.
.い：o
こ
れ
が
、
:'
ケ
イ
：
.
.
.
.

溆
_
論
.で
-:
$
>る
/^
>
:ラ
.イ
ン
0
.最
^
カ
說
す
る
點
は
、:

貯
蓄
と
^

ン
ズ
.Jl
l
iir
に
對
す
；る
じ
グ
ゥ
の
反
駁
の
耍
旨
で
.あ
0
%'
、
ぞ
イv

ハ

•;
資
.の
均
衡
關
孫
を
齎
ら
ゆ
粟
因
は
？
利
子
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